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＜連絡事項＞

・明日、4月26日東病棟Ｇのヒアリングが15:00から旧デイケア室にてあります。4名病棟に残り、その他のスタッフは全員参加してください。公休や深夜明けの方も参加してください。

・アメニティ向上の為、病棟内ホールへ絵画を設置する予定です。ＡユニットやＣユニットへも設置する予定です。

・カンファレンス記録の連絡事項は、分かりやすくする為、患者様の情報と連絡事項と分けてあげてください。

・物や建物等で破損があった時に修繕依頼を書くときは、詳細に振り返って細かい内容まで（どのような状況で破損に至ったのか）明確にし、提出していくようにしましょう。

・上野葉子Ｎｓに今後、リーダー業務が付く事になります。他のスタッフも覚えておいてください。

・身体管理の必要な患者様が増えていることに伴い、排便の観察をし、お互いに情報共有していきましょう。

・情報は、看護、介護関係なく、皆が同じレベルで共有し、早い段階で対象の相手に報告（メール）するようにしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・和田　昌様～　本日、午前中に眼鏡のフレームが歪んでいるとの事で弐萬円堂の方が眼鏡の修理に来て直っています。料金は無料でした。

・野沢　英貴様～4月17日より、退室時間を設け午後の1時間（14時～15時）を退室時間とし15時～14時の時間隔離となっていましたが、最終的には終日隔離の解除を目標とする為に、本日より、2時間（14:00～16:00）を退室時間とし、16時～14時の時間隔離となっています。
また、壁に頭をぶつける行為が続いているため、ヘッドギアの使用をしていくこととなり、購入については家族の許可も頂きました。現在、業者青森日東技師製作所へ手配中です。5月1日8:30～9:00の間に頭部の計測に来るそうです。その時に見積もりも出してくれるそうです。

今後の流れについては、障害者手帳を持っていると金額の控除が受けられるとの事で、見積もりが来たら、家族へ連絡し、見積もりと精神障害者手帳、愛護手帳と印鑑を持って市役所へ行って申請して頂く事になります。

・木村　誠様～　昨日の腹部レントゲンにて肝腫大、腹水貯留している可能性あるとの事で本日、八戸市立市民病院消化器内科受診してきています。受診の結果、利尿剤服用にて様子観察で良いとの事でした。今後のアルコール治療プログラムについては、症状が安定してからの再開となります。

・熊澤　容子様～離婚の裁判を夫に起こされたとの事で、弁護士と話をしなければならないとの事。弁護士の都合上、17：00以降にしか来れないとのことで面会時間内にして頂きたい事を伝えるが、無理であるとのことでやむを得ず明日、4月26日17:00頃来院予定との事です。また、母様も来院する予定となっています。

＜隔離室使用患者様について＞

・野沢　英貴様～　頭を壁にぶつける行為や落ち着かない様子は続いており、本日より、2時間の退室時間を設けることになりました。隔離解除へつなげていけるように少しずつ拡大していきましょう。退室時は、出来るだけスタッフ２名で対応し、事故や他者とのトラブルのない様介入していきましょう。また、病状はその日によって違い、状態の良い時もあります。良い所にも注目していきましょう。日中の退室時間中、集中できる時間を作る為、絵や字を書くなどの作業を取り入れていきましょう。

＜注目患者様検討＞

・坪　邦俊様　～日中、ぼんやりと過ごし、居眠りする事などが多いです。日中の活動性を高める為、作業へまず導入して物事に集中できる時間を作っていきましょう。主治医からは、許可となっています。

　　　　　　　　作業療法士の方で再度確認し、導入日時の連絡が来る予定となっています。

・佐々木　尚子様～ここ最近、間食の要求がエスカレートしている様子見受けられ、飴が許可になっいるが、キャラメルが入っていたり、間食の量としても多くなっています。現在の許可になっているものとして、果物（バナナかりんご1個）、パン1個（一口サイズ５cm×５cm程度）、コーヒー1杯（砂糖、ミルク入れて）となっています。スタッフは、本人と関わるためにもう一度何がどのくらい可になっていていつ摂取するのかどの程度まで許容するのか（例えば飴の中にキャラメルを含むか）について確認し、統一した対応で動く必要があります。

スタッフのこれからの対応としては、食事を中心に取ることを続けて頂き、間食は家族の差し入れで対応し、今以上増えないように管理、売店では日用品のみ購入可として介入していくことを決めています。東SGOMから、今後について本人との話し合いの場を持ち、①３食摂取を続けること、②人と物のやりとりをしない、③食事以外の間食は家族の差し入れで対応していくこと（売店では日用品以外は購入しないことを約束、取り決めし、本人からも了解を得ています。統一した対応をしていきましょう。













